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からである (3)o儒家においては､孔子の ｢命｣に封する言及が 『論語』にいくつか見える










































































































































































































且来れ遺存すれば則ち尊く､徳勝れば則ち蓋 し｡ (嘉逓) …'


















名賓は～世に漏ると軽も､徳育は絡束に蓮む可 L B 天を襲しみ命を知れば､何をか
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を以て智者は其の器を戒 して以て待つ有 り､其の身を隠して鳥す有り｡ (良規) (21)
世には隆衰の波としての ｢時｣があるO この ｢時｣にうまく適合 した行動をとった者が栄
達を得ることができる｡であるから､寅の智者は､その ｢時｣を見定め､仕官するか否か


































































































これに関連 して､葛洪 とほぼ同時代の人物､晋の戴達の ｢揮疑論｣ (『虞弘明集』巻
18)を見てみたい｡彼は､
夫れ人は二億の性を資 りて以て生じ､五常の気を菓けて以て育まるo性に修短の期有
るが故に彰複の殊なる有 り｡気に精魚の異なる有 り､亦賢愚の別有 り｡此れ自然の定









































































































陸機に注目してみたいO彼は 『抱朴子』外篇伏文の､梧合 との文筆論議において取 り上げ
られる苦の二陸､即ち陸機 ･陸雲兄弟の兄の方である (41) 0 『文選』巻55に彼の著 した ｢演
連珠｣が収められているoこれは､ある事柄に託 した風諭を五十章にわたって行ったもの
であるが､内容は治政の要鮎､君主と臣下の心構え､虚生の心掛けなどが述べられている｡







徳 生民に表れたるも､模造の辱を救ふ能はず｡ 〔第二八条〕 (42)
かたむ
臣聞く､飛轡 西に 頓 けば､則ち離朱と壕畦と察かなるを収め､懸景 東に秀づれば､
蘇
則ち夜光と武夫と操を匿すと｡是を以て才 世を換ふれば則ち供に困しみ､功 時に偶
へば泣びに勧 し｡ 〔第三三条〕 (43'
如何に努力を行おうともどうしようもないものが､この世にはあるということをこの二条
では述べている｡第三三条に封する梁の劉峻の注では ｢運 若し時来たれば則ち貿明興 り易













































けて､一部の人々に共通 して存在する思考と･して命定論が存在 し､葛洪もそれを継承 して
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いるに過ぎないのである｡ただ､命定論においても､人馬の有効性が完全否定されている










































































































































































す｡ 『抱朴子』外篇のテキス トについては､ 『諸子集成』所収の平津館叢書本に基づ
くが､参考 として御手洗勝著 『抱朴子外篇簡注』 (虞島大挙 中国哲畢史研究室､


























(20) これについては､神楽岡昌俊 ｢『抱朴子』の隠逸思想｣ (同氏 『中国における隠逸




































(32) ｢中国思想史 における王充の位置｣ (佐藤匡玄 『論衝 の研究』所収､創文社､
1981)において､ 『文選』に収められた運命に関する論 と王充の 『論衡』との関わ り
が述べられて いる｡








であるD王充 と葛浜の関係については､大淵忍爾 『初期の道教』 (創文社､1991)莱
二章 ｢論衡 ･潜夫論と抱朴子｣に詳 しい｡
(35)漢代のこのような思想については､内山俊彦氏の前掲論文 (注12)に詳 しい｡
たまた
(36)穂合については､外篇自寂に ｢含 ま故人の護国の穂君道有 り､用ひられて虞州刺史
と罵 り､乃ち洪に参軍と罵ることを表話すO (合有故人誰国稼君道見用馬鹿州刺史､
乃裏話洪馬参軍)｣として登場する他､ 『北堂書紗』巻100所引の ｢友人騰永叔問ひて
日く 『穂君道は何如なる人な りや』と｡余答へて日く 『一代の偉器な りO･･』 (友人
騰永叔間日､聴君道何如人､余答日､一代偉器也､-)｣な ど､外篇侠文にも数例の
記述がある｡穂合は 『南方草木状』を著 してお り､本草撃で葛洪との関わ りが考えら
れる他､ ｢寒食散賦｣ (蜜文類衆75)や ｢瓜賦｣ (整文類衆巻87､太平御覧巻978)の
中では仙薬等に関する記述を残 してお り､彼 自身も葛洪と思想的に共通する部分があ
ったようである｡
(37) ｢抱朴子の世界 (上) ･ (下)｣ (史林47-5･6)
(38) ｢夫馬稼於湯之世､偏有一概之功､錐終蹄焼畑､必一概者後枯､然則一概之益､固
不可諌也､而世常請､-怒不足以侵性､-哀不足以傷身､軽両津之､是猶不識一概之
益､而望嘉穀於早苗者也｣ (戴明揚 『播康集校注』巻 3)
(39)ここでの稽康との議論の相手は張選だとの説もあるが､ 『稼康集校注』の戴明揚の
説に従う｡
(40) ｢播康における運命の問題｣ (漢文畢昏々報33)｡また､木全徳雄 ｢儒教的合理主
義の立場一院侃 と稽康との (宅無吉凶)論争にあらわれたる-｣ (池田未利博士古稀
記念東洋学論集)をも参照｡






















































(61)一般的な運命については ｢或るひと日はく､ 『仲尼は親 しく老子に見ゆるも従ひて
道を撃ばざるは何ぞや』とO抱朴子日はく､ 『此れを以て之を観れば､益す菓くる所






(63)人相術に関 しては､祝平- 『漠代的相人術』 (台湾学生書局､1990)､沈志安 『中
華相術』 (文津出版社､1995)､翁廼健 『中国古代相術総批判』 (武漢工業大学出版
社､1993)等を参照D
(64)信頼性にいささか問題はあるが､同じく葛洪撰 とされる 『神仙伝』の王遠伝 (四庫































典 と口授された道術を継承 していく｡憂賓派 ･上清派ともに､葛洪とは努力の内容が異な


























































































































































紫微夫人日はく､ 『最妃の節 義くせ りD好みを論ずるの縁 著らかなり｡爾 亦た復た
は容るる所有るを得ず｡玄運冥分 之をして然らしむるのみ』と｡南岳夫人 書を授け




穆 恒恐として 言 すO誹俗に沈染し､塵味に流浪し､罪は年とともに長じ､恵は日に
随ひて積もる｡幸ひにして玄運に遭ひ､憂啓に其れ合 し､窺霧を披散し､朗然として
達観すO 〔3-11b〕 (24)


















に朝すO二三年の中､面に光華有 り､還た顔は少きに反り､ 極 かに成道を馬せ り｡但
ゆた
だ恨むらくは其の菓くる所鏡かならず､高品の通を得ざるのみQ是に於いて司命 吾に


















































｢骨｣の概念が登場 してお り､葛洪もその概念を肯定 していた｡ この概念は 『鼻詰』にも
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登場する｡
















































































地下主者に復た三等有 り､鬼帥の鋸にも復た三等有 りC蛙びに是れ世よ功徳有 り､積
行の鍾むる所､或ひは身ずから長生を求め､道を歩みて及ぶ所､或ひは子弟の善行､











































託して去る者有 り､既に終 りて洞宮に入 りて撃を受くるを得る者有 り､先ず失火宮に






























































































































受六甲陰陽行厨符｣) 〔13-1b〕｡また､ ｢李東 と云ふ者有るは､許家の常に使ふ所の
祭酒にして､先生亦た之を師とす｡家は曲阿に在 り､東 天師より吉陽治左領神祭酒を
受かれ り｣ (｢有云李東者､許家常所使祭酒､先生亦師之､家在曲阿､東受天師吉防




(6)上清派 と 『寅詰』についての以上の ことについては､神塚淑子 ｢『豪語』について
















(16) ｢華僑なる者は膏陵の冠族た りて､世よ俗祷に事ふC.･･漸漸として異仙東涯 し､始
めは亦た止だ是れ夢のみなれ ども､積年にして乃ち夜半に形見はれ､糞活量､周紫陽




















月観喋 ｢三元思想の形成について-道教の魔報思想-｣ (東洋撃22)､同氏 ｢再論 三
元思想の形成一三洞奉道科戒告始の成立年代を中心に-｣ (文経論叢 1)､吉岡義竪



























































(49) ｢吾七世父許子阿者､積仁著徳､-仁徳不 (煤) [墜]､後菖鍾我等､是以功書上
帝､徳刊憂開､使我祖根流宗揮､廠光後緒､故使垂修繕華､生而好仙､磨得度世者五






















列紀』 (以下 『道君列紀』)が第一に奉げられる (1)｡種民の救済は､南朝種民思想では上
清金開後聖帝君なる神がその中心的存在である｡ 彼の本起録であるこの 『道君列紀』は､
『太平軽妙』甲部と深い関わ りのある書としても有名である｡
ここで､これまでの 『道君列紀』 と 『太平軽妙』甲部との関係についての研究を簡単に
まとめておくO現行本 『太平経 (2)』はかな りの巻が秩けているが､その秩けた部分のうち




とされたのは､小柳司東大氏の研究か らである (3)｡氏は､ 『砂』甲部の内容が 『道君列
紀』と ｢大同小異｣であると述べ､ 『紗』甲部として存在することに疑義を呈した｡また､
王明氏は 『砂』甲部の内容を子細に検討し､それが 『道君列紀』と 『憂書紫文経』に基づ
くものであるとの結論を出した 4`㌦ その後､敦燈出土資料 (S.4226)の､ ｢太平部巻第
二｣と尾題の付いた古窯本が吉岡義堂氏によって紹介されるに及び､現行本 『太平軽砂』
の葵部が本来の甲部であること､現行本の甲部は ｢太平部巻第二｣の後文と呼ばれる部分
に ｢綴目｣として引かれる文章と密接に関連 していること等が明らかとなった (5㌦ これら















『道君列紀』との関連を思わせる (7)O吉岡氏は､現存の 『道君列紀』について ｢梁初には
確かに存在 して｣お り､ ｢おそらく宋膏のころのもの｣と推定し(8㌦ 小林正美氏は ｢『後
聖李君紀』の一部が濁立してできたもの｣と考える (9)｡また､大淵忍爾氏は唐代の類書等


















































を完遂 し得道 した者が仙官とな り､仙道修行を始めたばか りの者が仙使の仕事に携わると
考えられる｡つまり 『道君列紀』では､種民は仙道修行を必要不可欠とする存在とは考え
てはいないのである.また､ 『紗』甲部に存在する封磨箇所では ｢拳善者霜種民､聾者馬















































































特徴を見てその者の資質や将来を見通す術が牽達 していた (20)0 (C)ではこれらの要素を

























































































｢相｣ と ｢行｣を兼備 しなければ､昇仙が不可能であるという｡仙相を前提としつつも､
修行に励むことが如何に大事であるかを説いているO
従来より言及されているように､ 『道君列紀』は 『憂苦紫文 (32)』との関連が深い｡現在
の 『道寂』に収められた 『憂苦紫文』の名を冠する道経の一つ､ 『太微憂苦紫文仙忌最記
上経』 (遺戒第77冊)には次のようにあるo
音量君日く､仙を学ぶの難は-候に非ざるなりO難なる者は俗間の難に非ず｡仙難は




















容中､本起的部分は (A)が約二葉半､ (B)が半棄強､ (Ⅰ)が半棄強の合わせて約四
葉に封 し､教理的部分が残 り約八葉を占める｡教理的部分の中では最後の (∫)が最も多























古 『道君列紀』と現行 『道君列紀』とを区別して考えたのは大淵氏であるが 3`7)､氏の推測
















まず言及すべきは､ 『砂』甲部と 『道君列紀』との一致鮎が､先に論 じた 『道君列紀』



































上清派道教における高位の神格としての面を強 く押し出すのに封 し､ 『紗』甲部では種民
思想の内容を明らかにする一環としてその中心的存在の金開後聖帝君を取 り上げ､彼の俸
説の記述に終始する傾向がある｡













民とな り､仙官とな り､最後には後聖の位に至る､と説いてお り､ある程度の必然をもっ
























入はあるものの､ ｢太平部巻第二｣後文は 『道君列紀』の抜粋にほぼ等 しいO別の視鮎か
ら見るならば､ ｢太平部巻第二｣後文は､ 『道君列紀』の本起的部分たる (A) ･ (B)






以上から､ 『道君列紀』と ｢太平部巻第二｣後文､そして 『砂』甲部との関係を再考 し
てみよう｡ ｢太平部巻第二｣後文は 『道君列紀』の部分的砂略に間違いはなく､その思想





















いた昔時の 『道君列紀』の内容が今よりも聖富で､ 『紗』甲部はそこか らの節略となった





列紀』が引いてきたとは必ず しも言えない｡上清派道教が古くか ら 『道君列紀』と関わっ
てきた事賓がある以上､そのもととなる終末救済説話はかな り古 くに遡るわけで､その古








であろう(43㌦ 序のごときものとして存在 したということは､ 『太平経』の概要を紹介する
目的があったはずであるD 『太平経』に見える天地の循環運行の思想は､表面的には種民





思想の政治的性格｣及び ｢道教種民思想の宗教的性格｣ (いずれも同氏 『道教 と悌教
第三』所収､1976)を参照｡
(2)遺戒第746-755冊｡
(3) ｢後漢書嚢棺侍の太平清能書と太平経 との関係｣ (同氏 『東洋思想の研究』所収､
1934)0
(4) ｢論 《太平経》甲部之侭｣ (同氏 『道家和道教思想研究』､中国社倉科畢出版社､
1984)0
(5) ｢敦燈本太平経について｣ (同氏 『道教と備教第二』所収､1959)o これに封 し､大















得遺著馬仙官｣ 〔3b〕 (以降､道蔵本の乗数とその表裏を 〔〕内に記す)C
(12)小林氏によれば､遺戒所収の 『太上三天正法経』と 『無上秘要』巻 6等に所引の
『洞鼻三天正法経』､及び 『雲笈七簸』巻 2劫運所引の 『上清三天正法経』はそれぞ
れ､ 『寅詰』巻 5の記述から東膏期のものと推定される古上清緩 『除六天之文三天正
法経』の一部を俸えているという｡詳しくは同氏の前掲論文 (注9)を参照o
(13)上清派以外の宗派における終末論や種民思想の詳細については､他教派における終







(16) 『抱朴子』に見える徳行の重視と道教戒については楠山春樹 ｢道教と儒教｣ (『道
教』第二巻所収､平河出版社､1983)を､功過格については酒井忠夫 ｢功過格の研
























(23) この一段は､ 『三洞珠嚢』巻 8相好品に ｢金吾仙誌置記及後聖九玄道君列紀並云｣














(28) ｢諸得兄上聖玄紀之文者､皆以玄名有飛仙之分､刻苦於 [未] (莱)生之象､逆注
於玄虚之鷺､既菓人道､育宮操名､四司所保､五帝所詮､玉虚結寂､紫絡植根､骨有
奇光､畢形合仙､四司潜降､陰授章文､太一定籍､司命輿年､魂固晩安､六胃結藁､














(32) ここで 『憂書紫文』 と表記するのは､ ｢憂苦紫文｣ という名を冠する経典が 『道
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寂』には三種あり､それぞれが古い内容を存 していると思われ､さらに､王明氏の前




































ど伴わない 『説字』所収本 (以下 ｢説字本｣)､一つは最も通行 している 『慶漢魂叢書』
所収本 (以下 ｢漠魂本｣)､そしてもう一つは､最近まで見ることのできなかった 『四庫



































る｡さらに､玉子は ｢五行之意｣に詳しく､天門子の侍では､ ｢其終日｣として ｢純木之




巻 8の冒頭は葛玄と左慈であるO漠魂本では､葛玄は巻 7の末尾､左慈は巻 5の七人中













から､説字本の配列は古い形を倖えているようだ (6㌦ 同氏はその際､ 『七簸』に見えて説
字本に見えない俸 (華子期)があることを指摘 しているが､四庫本では全ての侍が存在 し
ている｡説字本と同じ問題を抱えている場合もあるが､四庫本は､わずかではあるが､説
字本よりも 『七鼓』昔時に存在した 『神仙倖』の姿に近いことを示 しているのではなかろ
うか (7)O
第二に､ 『三洞珠嚢』所引の 『神仙俸』の条に記される巻数と四庫本との一致率が､漠










では巻 2の王遠俸のみな らず､巻 7に猫立の侍 として重複 して載せている｡ 『珠嚢』は

































ては後述するが､ 『四庫提要』でも指摘されるように､漠魂本は 『太平虞記』 (以下 『贋
記』)からの輯本と呼んでも差し支えないほど､その配列が一致 しているdしかし､例え
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ば 『慶記』巻10は漠魂本巻 3､ 『虞記』巻13は漠魂本巻 9というように､漠魂本の巻配列
と 『虞記』 とのそれとの間には関連性が見えない｡これに封し､四庫本における条の配列
と 『太平虞記』所引 『神仙俸』のそれには､若干ではあるが関連性が兄いだせるo国庫本








見えないものがあるO 『珠嚢』に見えた干君は 『芸文類衆』や 『編珠』､さらには宋代の
『太平御覧』や 『三洞季仙録』にも見え､桂君は 『珠嚢』と 『編珠』に見えるO六朝末期
から唐代にかけて南侍は 『神仙俸』 として存在 した ことが分かるが､これ らは現在 どの
『神仙俸』にも見えない｡他にも､ 『列仙停』の誤 りであるものを除けば､五人ほど 『芸
文類衆』等に見えて現在は欠けている侍がある.また､漠魂本に見えて四庫本 (及び説字
本)に見えない侍が十五条ほどあるが､王遠侍の一部である麻姑を除けば､唐代の類書に
















































仙侍､ 『歴世畏仙鯉道連鑑』 (以下 『仙鑑』)及び 『荘子』在宥篇との詳細な比較を行っ





退而間居､三月､復往見之 (4)､贋成子方北首而臥 (5)､黄帝膝行両前 (6)､再拝､請
間治身之道､贋成子板然而起 (7)､日､至裁､子之間也 (8)､至道之精､窃窃冥冥 (9)､
至道之極､昏昏獣獣 (10)､無視無聴､抱神以静､形購自正､必静必清､無勢爾形､無
揺爾精､乃可長生､慎内閉外､多知罵敗､我守其一､以慮共和､故千二百歳､而形未




(1)居畦桐山石室之中 漢魂本 ･ 『七鼓』 ･ 『仙鑑』は ｢山｣の前に ｢之｣が入る｡
(2)雲不待族而飛 漠魂本は ｢禽不待候而飛｣､ 『七簸』及び 『仙鑑』では ｢雲不待
族而雨｣､ 『荘子』は ｢雲気不待族而雨｣｡四庫本はこれらに近い｡
(3)莫足以語至道哉 漠魂本は ｢何足以語至道｣0
(4)復往見之 漠魂本は ｢復｣を ｢後｣に作る｡漠魂本の系統である 『説庫』所収の
『神仙俸』では ｢後余｣に作る｡
(5)贋成子方北首而臥 漠魂本 ･ 『七簸』 ･ 『仙鑑』にこの一句なしo 『荘子』では
｢慶成子南首而臥｣0
(6)黄帝膝行而前 漠魂本 ･ 『七鼓』 ･ 『仙鑑』に ｢黄帝｣の二字なし｡
(7)虞成子顕然而起 漢魂本 ･ 『七簸』 ･ 『仙鑑』では ｢噺然而起｣の四字を ｢答｣
に作る｡ 『荘子』は四庫本と同じo
(8)至哉､子之間也 漠魂本 ･ 『七鼓』 ･ 『仙鑑』にこの句なし｡
(9)窃窃冥冥 漠魂本 ･ 『七鼓』では ｢窃窃｣を ｢杏杏｣に作る｡ 『荘子』は四庫本
と同じ｡
(10)至道之極､昏昏獣黙 漠魂本 ･ 『七鼓』にこの二句なし｡ 『荘子』は四庫本と同
じ｡
(ll)得吾遺著 漠魂本は ｢吾｣を ｢我｣に作る｡
(12)入吾道者､下露王 漠魂本 ･ 『七鼓』 ･ 『仙鑑』では､この二句を ｢失吾道者､
下馬土｣に作る｡ 『荘子』は漢魂本とほぼ同じ｡
(13)吾婿去汝 漠魂本は ｢吾｣の字な し｡ 『七鼓』では ｢吾｣を ｢予｣に作るO
(14)適無何之郷 漠魂本 ･ 『七鼓』 ･ 『仙鑑』及び 『荘子』にこの一句なし｡
(15)輿日月秀光 漠魂本は ｢膏｣を ｢参｣に作るO
(16)而我濁存悪 漢魂本は ｢憲｣を ｢臭｣に作るD
以上､四庫本 と漠魂本の異同は十六箇所､うち (1)･(3)･(4)･(9)･(ll)･(13)･(15)
･(16)の八箇所は助字の有無や同義の字の置き換えだが､ほとんど四庫本の記述 と 『七
鼓』 ･ 『仙鑑』とが共通 しているOまた､残 り八箇所について検討すると､四庫本はより








記』に依接 していること､ 『七鼓』 ･ 『仙鑑』に引かれる虞成子侍はそれ とは別系統のも
のであること､しかしながら句作 りに関しては両者の系統はほぼ同じであったこと､さら

























で､白石生をはさんで彰祖のすぐ後ろに述べられてお り､彰祖 ･白石生 ･黄山君の序列は
彰祖撃派とでも呼ぶべきまとまりをもっている｡さらに､四庫本の黄山君侍は､漠魂本巻
10の黄山君侍のそれと一字も真ならない､全 く同一の文であるoこの侍は二行半と短く､
















































































































『養性延命録』が最古とされるOまた､下線部は 『化書』 (15)巻 2術化篇の ｢海魚｣､波線
部は同じく巻 3徳化黛の ｢飛蛾｣の内容を引いている｡ 『化書』は五代の詳蛸撰であるか
ら､後半部分が宋代以降に書かれた内容であることは確賓であろうO末尾の ｢百章｣につ
















































































するのは､ 『要修科儀戒律紗』 (19)巻 8賓名妙､ 『至言絶』 (20)巻 1斎戒及び 『猶龍俸』 (21)
巻 2授葛仙公賓法である｡ 『要修科儀戒律紗』は唐の末法満撰､ 『至言縫』は吉岡義豊氏
によれば唐末あたりの成立と考えられ (2)､ 『猶龍俸』は采の貢善用操である8 『要修科儀
戒律紗』が唐代のいつ頃の書物か明確にし得ないが､この三者のうちでは最も古いと思わ
れる｡ただ､この書では葛玄と賓との関係には言及されていないO
『猶龍俸』では ｢本俸日｣ として引かれた内容が昔該箇所である｡葛玄についての ｢本
俸｣なるものが菖時存在 し､それが四庫本と同内容を載せていていたようだ (23)｡ちなみに､
『猶龍侍』から約百年後に成立 し､ 『猶龍停』と同様の性格を持つ書物である 『混元聖
紀 』 (24)でも同様の話を載せているが､六種の重賓膏の代わりに三森七品を記してお り､一
致を見ない｡
『猶龍侍』は初唐の声文操の 『太上老君玄元皇帝聖紀』を要略 したものとされる (25).























庫本巻 4､董仲君から憂春光までは､間に二人例外を挟むが四庫本巻 7に､李蔵か ら甘始
までは四庫本巻10にそれぞれ封磨する｡さらに､四庫本の各巻の中における順番を見ても､
例えば李根は四庫本巻10の二番 目､黄敬は五番目､甘始は七番目というように､漠魂本の



















である｡ ここではそれら類書に見える引用文 と 『神仙俸』南本 との封照を行っていきたい｡












































本巻 6の李少君､巻 7の劉京などは､ 『編珠』ではすべて漢魂本に沿っている (2㌦ 巻 6の

























































四庫本と配列 ･内容両面において密接なつなが りがあるO末代の類書では 『雲笈七簸』と
『太平虞記』との間に若干の内容的相違をきたしてお り､敢種の 『神仙俸』の存在を思わ
せる｡ 『虞漢魂叢書』が主に 『太平窟記』から抽出して成立 した 『神仙俸』を収め､それ
が一般に虞まるに至り､漠魂本 『神仙俸』が主流となって存穎 したと思われるOその一方















(1) ｢神仙俸考｣ (東方宗教 1)､ ｢神仙停祷考｣ (宗教研究137)､ 『神仙俸』解説
(中国古典新書､明徳出版社 1983)
(2)漠魂本の内容については下見隆雄 ｢葛洪 『神仙俸』について (-) (二)｣ (福岡女
子短大紀要 8･9)､ ｢薪子訓の俸記｣ (鹿島大挙文畢部紀要38-1)､ ｢『神仙俸』
について- 『後漢書』方術侍 との相違､左慈 ･劉根の場合｣ (虞島大挙文畢部紀要
39)､手塚好幸 ｢費長房説話と 『神仙俸』｣ (漢文拳骨々報30)等の研究があり､説
字本の配列に関しては､小南一郎 ｢神仙侍の復元｣ (入矢 ･小川両教授退休記念中国
一71-
文学語撃論集)等があるOまた官滞正順氏 ｢『列仙俸』と 『神仙停』について一合値
の 『類説』を中心として-｣ (牧尾良海博士喜寿記念僑 ･俸 ･道三教思想論考)の研
究も注目に値する｡




(5) ｢葛洪 『神仙俸』について (-)｣ (注2参照)0
(6) ｢神仙侍の復元｣ (注2参照)O
(7)四庫本の配列が古い形態を留めていることは､同氏も ｢尋薬から存恩へ-神仙思想と
道教信仰の間-｣ (吉川忠夫編 『中国古道教史研究』､同朋舎､1992)の注 1で述べ
ている｡なお､氏は前注の論文において､ ｢『七簸』所収の 『神仙侍』が､巻 7以下
の失われた不完全なテキス トの抜粋であった｣と述べているが､ 『七穀』巻85戸解部
にも 『神仙俸』よりの抜粋 と思われるものが､玉子､構平吉､童仲君､王方平 (逮)














































※凡例 1 四庫本については､漢数字で巻数を示すo説草本については通し番既を記すO漠魂本では 漢数字で巻
数を､半角数字で通し番紙を記すC





6 雲笈七鼓については､巻 109に引用される僻番を数字で示すOまた巻 109以外の引用についてはその巻
数を示すCなお､審85については 『神仙伝』からの引用と明言されていないo
仙 四庫本 読辛本 漢魂本 北 垂 初学記 仙 牽 太
繭 塗 文 苑 二と:く笈 平
名 珠 _kF≡ヨ 類 編 七 贋
餐 砂 衆 珠 衣 記
1 贋成子 1 -1 (1/8)荘子 1 -2
2 若士 - 2 八(2) 1/9 2
3 沈文泰 - 3 十64 1/15 3
4 彰祖 - 4 -3 八(2) 78 1/7b 二3
5 白石生 - 5 二5 7 1/llb 七14
6 黄山君 - 6 十77 23 1/lla
7 鳳綱 - 7 八47 1/44b 匹】5
8 皇初平 8 二6 160 94 29 1/44a 4 七15
9 呂恭 9 六35 1/45a 九29
10 沈建 10 六36 -(5) 1/45b 5 九30
ll 華子期 1/46a 6
12 楽子長 ll 1/46b
13 衛叔卿 12 八48 5,25 5,25 1/47a 匹】6
14 魂伯陽 13 -4 1/47b 7 二4
15 沈義 14八53 -(3) 133 83,95 25 1/49a 8 五12
16 陳安世 15 八54 1/49b 五13
17 李八伯 16 二10 1/50a 9 七19
18 李阿 17 二11 123 1/50b 10 七20
19 王遠 18 二7 八(3) 145,148 72 4,26 2/17a ll,巻85 七16
20 伯山甫 19 二8 3/1 七17
21 墨子 四 20 八49 1/23b 五7
22 劉政 四 22 八55 1/23a 五8
23 孫博 四 21 八50 -(4) 1/24a 14 五9
24 班孟 四 23 十86 21 1/24b 六一63
25 玉子(張震) 四 24 八52 1/25b 15,巻85 五11
26 天門子(王綱) 四 25 八51 1/25a 16 五10
27 九塞子(皇化) 拷 26 十66 1/26a
28 北極子(陰性) 四 27 十67 1/26b
29 絶洞子(李修) 匹 28 十68 1/27b
30 太陽子(離明) 叩 29 十74 八(4) 1/27a
31 太陽女(朱翼) 四 30 八(4) 1/28a.
32 太陰女(慮全) Eq 31 八(4) 1/28b
33 太玄女(先師口) 匹 32 七38 1/29a. (五九57)女仙停
34 南極子(柳融) 四 33 十69 135 1/29b 17
35 黄虚子(葛起) 四 34 十70 -(4) 2/9b 18
36 馬鳴生 五 35 二9 2/9a 七18
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7 太平廉記については､漢数字で巻数を､半角数字で 『神仙俸』の引用間での順を記す｡その際､( )に
入っているもの､即ち 『神仙侍』からの引用でないものをもその中に含める｡





太辛 群 価 そ
御覧 鑑 の蘇 他
7 2 文選22 1
7 4 文選16,28､[港南子道鷹､論衡道虚]D珠嚢は ｢若土｣ 2
662 4 3
43,720,985 18 3 通鑑は ｢轟鐙｣ 4
51 14 4 漠魂本,贋記,群仙録は ｢白石先生｣､御覧は ｢白生｣ 5
12 初学記は ｢黄石君｣ 6
724 34 7
674,902,989 8 5 [太上憂宝五符序巻中]o説字本,漢親木,書紗,群仙録は ｢黄初平｣ 8




669他3修 3,5 / 文選21(2),28,58､水庫注19 13
12 13 14
662他6傾 4 笑道論巻中 15
662 12 16
500 12 10 四庫本と御覧以外は ｢李八百｣ 17
345,827 12 15 18
605他12億 5 七鼓85は ｢三方平｣ 19
16 20
16 21
14 5 編珠は ｢事故｣ 22
717,767 16 5 群仙録は ｢孫博｣ 23
605 5 24
10 編珠は ｢章票｣ 25
5 説字本､仙鑑は ｢王剛｣ 26
5 漢森本､仙鑑は ｢皇化｣ 27
5 漢魂本､仙鑑は ｢陰性｣ 28
5 漢幾本､仙鑑は ｢李修｣ 29




719.931 15 5 漢親木,通鑑は ｢柳融｣ 34
394 12 5 漢親木,編珠,仙鑑は ｢葛越｣ 35
985 13 36
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価 四庫本 読辛本 漢親木 北壁 重文 初√巨星 価 牽 太名 珠 童Fq 類 ー 一記 編 七 贋嚢 珍 衆 珠 鼓 記
38 茅君 五 38九56 -(9) 69 23 (2/18a)登異隠訣 一三48
39 張道陵 五 37 四22 86 (2/24a)正一経 19,巻28 八23
40 奨巴 五 39 ji26 77 2,78,80 2 3/7a 20,番85 --42
41 准南王 六 40 四20 八(6) 133 18,85 10(2),25 1/32 21 八21
42 李少君 六 41 六30 2/26a 九24
43 王異 六 42 十84 3/6b
44 陳長 六 43 十85-(10) 2/35a
45 劉綱 六 44 3/2a
46 契夫人 六 45 七42 86 3/2b (六〇61)女仙倖
47 東陵聖母 六 46 七45 91 3/3a (六〇62)女仙停
48 孔元 六 47 六31 二(4) 3/3b 九25
49 王烈 六 48 六32 7,78 3/4b 九26
50 捗正 六 49 十65 3/4a 13
51 焦先 六 50 六33 二(4) 80 3/5a 九27
52 孫登 六 51 六34 八(4) 109 3/5b 九28
53 東部延 七 52 十88八(10) 3/20b
54 塞春光 七 53 十78 3/20a 巻86
55 劉京 七 54 十75 2/31a
56 厳青 七 56 七43 2/31b
57 烏和 七 55 七44 8,24 2/33a.
58 連署 七 57 三 17-(10) 2/33b -036
59 宮嵩 七 58 十83 2/35b
60 容成公 七 59 27 3/25b
61 童仲君 七 63 十72 3/23a 巻85 (i-64)王子年給連記
62 借平吉 七 64 十76 3/23b 巻85
63 王仲都 七 65 十73 3/24a
64 程偉妻 七 66 七40 78 3/24b 巻85 (五九59)集仙録
65 蘇子訓 七 67 五29 15 3/8a -=45
66 葛玄 八 68 七46 137他2候 1,87,78 21 (2/23a)塞宝経 七一65
67 左慈 八 69 五27 123,136 17,89,94 22,26 1/20b 巻85 --43
68 王道 八 70 三18 -(8) 110,136 1/19b -037
69 陳永伯 八 71 十71 1/19a --38
70 太山老父 八 72 五23 134 70 5 1/21a --39
71 垂炎 八 五24 6 1/21b --40
72 河上公 八 三12 78 (1/22)葛仙公云 一〇31
73 劉根 八 73 三13 八(7) 3/lob -032
74 壷公 九 74 五28 133,148 30 3/9 一二44
75 チ軌 九 75 九59 2/27b -=50
76 介象 九 76 九60 三(9) 103,145 86,90 1/20a -=51
77 董奉 十 77 六37 -(7) 7,87 3/lo乱 一二46
78 李根 十 78 十79八(10) 2/30a
79 李意期 十 79 三15 104,157 3/21a 一〇34
80 王興 十 80 三16 81 3/21b 一〇35
81 黄敬 十 81 十80 2/34b
82 魯女生 十 82 十90 95 3/29a.
83 甘始 十 83 十81 81 2/34a
84 封君達 十 84 十92-(10) 78 3/29b
85 中黄子 60
86 許由巣父 61 3/26b
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太平御質 群 仙鑑 ユニーし_
仙 の
録 他
699他3修 16 文選210仙鑑は ｢茅盈｣ 38
967 4 18仙鑑は ｢張天師｣ 39
10他3傾 8 15 後漢書57奨巴停注 40
15他8候 8 5 文選22,30,31､水経注320漢魂本,康記,仙鑑は ｢劉安｣､七鼓は ｢准南 41王八公｣
724,985 7,12 6 -湊武帝外債 42
394 1 21 -湊武帝外停○群仙録は ｢玉異｣ 43
21 -編珠 44
759(2),960 31 -編珠 45
387他3億 46
927 47
669,845 15 -編三栄D説字本,漠親木,御覧845,虞記,仙鑑は ｢孔元方｣ 48
40,839,989 31 -編珠o文選21､[道学停〕 49
366 5 50
477,669,849 1 15 -魂略 (『三国志』魂志11管寧博襲注) 51
693 34-『青書』巻94孫登俸o[魂氏春秋,文士偉,御覧502王隙曹書] 52
38,747 3 34 -漠武帝外債○珠嚢,編珠は ｢東部延年｣ 53
669 1 12 -編珠o湊武外博､水煙注230 『七簸』では ｢神仙倖第十｣とあるo 54
669 12 -漢武帝外債○編珠は ｢婁景｣ 55






12 -編珠o説字本,漢親木,仙鑑は ｢清平吉｣､編珠は ｢借平｣ 62
26 7 -編珠 63
2 -抱朴子黄白所引桓譜新論 64
373,901 6 20 -漠武帝外停o編珠は ｢刺子訓｣ 65
9他8傾 ll 23 仙鑑は ｢葛仙公｣ 66
187他13候 15 後漢書82下方術停注 67
581,870 9 5 68
5 慶記は無文 69
39,737 6 12 漢魂本,類衆,初単記,御覧39,群仙録は ｢泰山老父｣､御覧707は ｢泰山父｣ 70
12 編珠は ｢刺子都｣､群仙録は ｢砿談｣ 71
71,394,662 15 12 文選38 72
373,662 7,12 20 73
51他9傾 8 20 74
812(2),927 8 [漢武帝外博 .七簸109太和異人停] 75
51他13候 15 三国志63呉範劉惇趨達傍注 76











仙 四庫本 読草本 漢親杏 北壁 重文 初単記 仙 @ 太
繭 苑 =笈 辛
名 秩 塞l≡;ど 類 編 七 磨
秦 珍 衆 秩 鼓 記
88 老子 - 2 19,78,86 1,23(3) (1/7a)孔子日 -1
89 李仲甫 三14 123 60 2/32b -033
90 李常在 三19 -(9) 2/32a -二47
91 劉愁 五25 2/28b --41
92 西河少女 七39 (五九58)女仙停
93 麻姑 三) 七42 8 6 2/22a 六〇60
94 蘇仙公 九57 一三52
95 孔安国 九58 2/29 一三49
96 成仙公 九61 一三53
97 郭三業 九62 一三54




102 陳チ皇 十91 81 2/30b
103 干君 -(9) 89 2/24b
104 桂君 -(9) 2/27a
105 離婁公 89 3/30a
106 玉女 74
107 董威肇 160 78




































太辛御質 群 仙鑑 そ
価 の
録 他
9他8候 6 水経注17､後漢書56張暗王襲停注､その他儒教文献多数 88
346,605,905 類栗,御覧346は ｢李仲文｣､書紗は ｢李仲父｣ 89
90
39他4傾 9 編珠は ｢婁惣｣ 91
92
-三速 ll 編珠は題目のみ 93
662 19 7 群仙録､仙鑑は ｢蘇林｣ 94
394 編珠､御覧は ｢孔安｣ 95
96
6 28 洞仙俸 (『雲笈七簸』110)にも俸有りo 97
98
17 99
662 12 御覧､仙鑑は ｢貴子陽｣ 100
7 101
989 102

























17 群仙録は ｢商丘子｣ 127
6 128














価 四庫本 読字本 漢親木 北壁 重文 初翠記 仙 雪 太
面 苑 コ=く′一▼ナ｢及 辛
名 珠 室戸;ヨ 類 編 七 康











































太辛 秤 仙 そ





4 32仙鑑は ｢何尊師｣ 147
4 148
4 149

























15 3 列仙侍の誤りo 175
16 38績仙博の誤りo 176
17 177
17 3 列仙侍の誤りO仙鑑は ｢股間子｣ 178
18 4 179
18 180




巻 仙名 漢魂杏 相 違 度
1 広成子 -1 A
2 若士
3 沈文泰 十64 B
4 彰祖 一3 B
5 白石生 二5 A
6 黄山君 十77 A
7 鳳網 八47 A
- 8 皇初平 二6 B
- 9 呂恭 六35 A
- 10 沈建 六36 A
- ll 華子期
- 12 楽子長
- 13 衛叔卿 八48 B
- 14 魂伯陽 一4 B
15 沈義 八53 B
16 陳安世 八54 A
17 李八伯 二10 B
18 李阿 二11 A
19 王遠 二7 A
20 伯山甫 二8 A
四 21 墨子 八49 A
四 22 劉政 八55 A
四 23 孫博 八50 B
四 24 班孟 十86 A
匹Ⅰ25 玉子 (張震) 八52 A
四 26天門子 (王綱) 八51 A
四 27九霊子 (皇化) 十66 B
四 28北極子 (陰恒) 十67 A
四 29絶洞子 (李修) 十68 A
四 30木陽子 (離明) 十74 A
四 31太陽女 (朱翼)
四 32太陰女 (慮全)
四 33太玄女 (敏和) 七38 B
四 34南極子 (柳融) 十69 A
四 35黄虚子 (葛起) 十70 A
五 36 馬鳴生 二9 B
五 37 陰長生 四21 A
五 38 茅君 九56 C
五 39 張道陵 四22 C
五 40 奨巴 五26 C
六 41 准南王 四20 C
六 42 李少君 六50 C
巻 価名 漢魂本 相 違 度
六 43 王真 十84 C
六 44 陳長 十85 C
六 45 劉綱
六 46 契夫人 七42 B
六 47 東陵聖母 七45A
六 48 孔元 六31 C
六 49 王烈 六32 C
六 50 渉正 十65 C
六 51 焦先 六33 C
六 52 孫登 六34 C
七 53 東部延 十88 C
七 54 霊寿光 十78 C
七 55 劉京 十75 C
七 56 厳青 七43 C
七 57 南和 七44 C
七 58 超畏 三17 C
七 59 宮嵩 十83 C
七 60 容成公
七 61 童仲君 十72 C
七 62 構平吉 十76 B
七 63 王仲都 十73 C
七 64 程偉妻 七40 C
七 65 節子訓 五29 C
八 66 葛玄 七46 C
八 67 左慈 五27 B
八 68 王遥 三18A
八 69 陳永伯 十71A
八 70 大山老父 五23A
八 71 亜炎 五24 A
八 72 画上公 三12 B
八 73 劉根 三13 B
九 74 壷公 五28A
九 75 声軌 九59 C
九 76 介象 九60 C
十 77 童奉 六37 C
十 78 李根 十79 B
十 79 李意期 三15 B
十 80 王興 三16 B
十 81 黄敬 十80A
十 82 魯女生 十 B
十 83 甘始 十81A
十 84 封君達 十92 C
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別表③ 『三洞珠嚢』所引 『神仙俸』
仙 滴 記戟 四庫本 漢魂本 逮 備名 珠秦 管S ′ヽロ 考
2 若士 八 2 - 四庫本
4 彰祖 八 2 - - ?
15 沈義 - 3 八 ?
19 王遠 八 3 ?
23 孫博 - 4 甲 八 四庫本 治病の話が四庫本と一致ロ
35 黄虚子(葛起) 4 * 十 ?
48 孔元 4 六 六 漢魂本 四庫本には見えない句ありo
51 焦先 4 六 六 漠魂本 四庫本とは内容が一致せずO
30 太陽子(離明) 八 4 率≦j≡十 ?
31 太陽女(朱翼) 八 4 四庫本
32 太陰女(慮全) 八 4 i 四庫本
52 孫登 八 4 六 六 漠魂本 髪に関する話､四庫本になしb
10 沈建 - 5 六 やや四庫本 ｢見建者皆愈也｣､四庫本と内容が類似C
77 董奉 - 7.十 六 四庫本 目を覆う話､四庫本に一致o
73 劉根 八 7 八 ?
68 王造 - 8 ?
38 茅君 - 9 五 やや四庫本 四庫本に近い句が敢箇所あり○
90 李常在 - 9 漠魂本
103 干君 - 9 ×
104 桂君 - 9 ×
76 介象 9 丸 漠魂本 四庫本に見えない句ありo
44 陳長 - 10 六サ ~;やや漠魂本 水による治病の話は漠魂本に類似○
58 超置 - 10 七 漠魂本 四庫本とは内容が一致せず○
84 封君達 - 10 辛_ ?
53 東部延 八 10 七 四庫本 体から光を牽する話､漠魂本になしO
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別表④ 『北堂書紗』所引 『神仙俸』
仙 北壁 四庫本 漢魂杏 逮 備名 ｣去罪 ′一口 考
8 皇初平 160黄初平 黄南平 やや漢魂本 ｢語畢｣｢往見之｣などが一致○
13 衛叔卿 5,25 八 ?
13 衛叔卿 25 八 ?
15 沈着 133 八 ?
18 李阿 123 ?
19 王遠 145 やや四庫本 ｢指灸上四庫本の内容と類似o
19 王遠 148 やや漠魂本 ｢方出天厨｣が漠魂本と一致o
34 南極子(柳融) 135 四 十柳融 やや漠魂本 ｢含粉｣の鮎が漠魂本と一致O
37 陰長生 104 五 四 ?
40 奨巴 77 五 五 漠魂本 庫本とは内容が一致せずo
41 涯南王 133 六 州劉安 漠魂本 庫本とは内容が一致せずO
52 孫登 109 六 六 漠魂本 庫本とは内容が一致せずo
57 吊和 8 七 七 ?
57 畠和 24 七 七 ?
66 葛玄 137 八 七葛元 漢魂本 庫本とは内容が一致せずo
66 薯玄 145 八 七葛元 漢魂本 庫本とは内容が一致せずO
66 葛玄 148 八 七葛元 漠魂本 庫本とは内容が一致せずo
67 左慈 123 八 五 やや漠魂本 庫本とは内容が一致せずC
67 左慈 136 八 五 やや漢魂本 庫本とは内容が一致せずo
68 王遥 110 八 ?
68 王遥 136 八 ?
70 大山老父 134 八 五泰山老父やや四庫本 ｢鋤於道募｣は四庫本に類似o
74 壷公 133 九 五 やや四庫本 ｢鮮去騎杖忽然｣｢投葛駐中｣が四庫本に一致○
74 壷 公 148 九 五 ?
76 介象 103 九 九 ?
76 介象 145 九 九 漠魂本 庫本とは内容が一致せずo
79 李意期 104 十 やや四庫本 ｢紙筆｣｢以手｣｢大敗｣などの鮎が四庫本と一致D
79 李意期 157 十 四庫本 莫魂本に見えない句あり○
89 李仲甫 123李仲父 漠魂本
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別表⑤ 『聾文類衆』所引 『神仙俸』
仙 #支 四 漢 - 備
名 類輿 庫本 魂本 致 考
4 彰祖 78 - - ?
5 白石生 6 - ?
8 皇初平 94 黄初平 ?
15 沈義 83 八 ?
15 沈義 95 八 ?
19 王遠 72 ?
93 王遠(麻姑) 8 (≡) 二､七 ?
38 茅君 69 五 九 ?
39 張道陵 86 五 四 漠魂本 四庫本とは内容が一致せず○
40 奨巴 2 五 五 漠魂本 四庫本には見えない句あり○
40 奨巴 78 五 五 やや漠魂本 四庫本には見えない句あり○
40 奨巴 80 五 五 ?
41 涯南王 18 六 四 漠魂本 漢魂本との一致率が高いo
41 涯南王 85 六 四 漠魂本 四庫本には見えない内容o
46 契夫人 86 六 七 ?
47 東陵聖母 91 六 七 ?
49 王烈 7 六 六 やや漠魂本 四庫本には見えない句あり○
49 王烈 78 六 六 漠魂本 四庫本には見えない内容¢
51 焦先 80 六 六 漠魂本 四庫本には見えない内容○
64 程偉妻 78 七 七 やや漠魂本 四庫本には見えない句ありO
66 葛玄 1 八 七 漠魂本 四庫本には見えない内容o
66 葛玄 78 八 七 漠魂本 四庫本には見えない内容○
66 葛玄 78 八 七 漠魂本 四庫本には見えない内容○
66 葛玄 87 八 七 漠魂本 四庫本には見えない内容o
67 左慈 17 八 五 ?
67 左慈 72 八 五 ?
67 左慈 89 八 五 ?
67 左慈 94 八 五 やや漢魂本 四庫本に見えない句ありロ
70 大山老父 70泰山父 八 五 ?
72 河上公 78 八 ?
76 介象 86 九 九 ?
76 介象 90 九 九 ?
77 童奉 7 十 六 やや漠魂本 四庫本に見えない句ありo
77 董奉 87 十 六 ?
80 王興 81 十 ?
82 魯女生 95 十 十 ?
83 甘始 81 十 十 ?
84 封君達 78 十 十 ?
88 老子 19 - 漠魂本
88 老子 78 - 漠魂本
88 老子 86 - 漠魂本
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89 李仲甫 60李仲文 漠魂本
102 陳チ皇 81 十 漠魂本
103 干君 89 ×
105 離婁公 89 ×
106 玉女 74 〉く
107 董威肇 78 ×
108 高丘公 86 ×
109 康風子 81 ×
110 青史 91 ×
別表⑥ 『初撃記』所引 『神仙俸』
名 Aロ 考
6 黄山君 23 - 十 ? 南本に相違点なしo
8 皇初平 29 黄初平 ?
13 衛叔卿 5 八 ?
13 衛叔卿 25 八 ?
15 沈義 25 八 ?
19 王遠 4 四庫本 漢魂本に見えない句ありo
19 王遠 26 四庫本 漠魂本に見えない句ありO
93 王遠(麻姑) 6 ･(≡) 二､七 ?
19 班孟 21 四 十 ?
38 茅君 23 五 九 ?
40 奨巴 2 五 五 漢魂本 四庫本に見えない句ありロ
41 涯南王 10 六 四劉安 漠魂本 四庫本とは対磨しない句あり○
41 准南王 25 六 四劉安 漠魂本 四庫本とは対磨しない句あり○
60 容成公 27 七 × 四庫本には見えない句あり○
65 蘇子訓 15 七 五 漠魂本 四庫本とは内容が一致せず○
66 葛玄 21 八 七 漠魂本 四庫本とは内容が一致せずo
67 左慈 22 八 五 ?
67 左慈 26 八 五 ?
70 太山老父 5 八 五泰山老父 ?
71 さ区炎 6 八 五 漠魂本 四庫本とは対磨しない句ありo
74 壷 公 30 九 五 ?■
88 老子 1 - 漠魂本
88 老子 23 - 漠魂本
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別表⑦ 『仙苑編珠』所引 『神仙俸』
仙 仙苑 四庫本 漢魂本 逮 備名 編珠 ∠▲r1 考
2 若士 1/9 - 四庫本
3 沈文泰 1/15 - 十 漠魂本 四庫本とは対席しない句ありo
4 彰祖 1/7b - - やや四庫本 漠魂本とは対磨しない句ありo
5 白石生 1/llb - 白石先生 ?
6 黄山君 1/lla - 十 ? 南本に違いなく､所引の文も異同なしo
7 鳳綱 1/44b - 八 ?
8 皇初平 1/44a 黄初平 ?
9 呂恭 1/45a 六呂文敬 ?
10 沈建 1/45b 六 ?
ll 章子期 1/46a 四庫本
12 楽子長 1/46b 四庫本
13 衛叔卿 1/47a 八 ?
14 魂伯陽 1/47b - ?
15 沈着 1/49a 八 ?
16 陳安世 1/49b 八 ?
17 李八伯 1/50a李八百 李八百 ?
18 李阿 1/50b ?
19 王遠 2/17a 四庫本 漢魂本とは対磨しない句ありC
93 王遠(麻姑) 2/22a (≡) 七
20 伯山甫 3/1 ?
21 墨子 1/23b 四 八 ?
22 劉政 1/23a婁政 四 八 ?
23 孫博 1/24a 四 八 やや四庫本 漢魂本とは対鷹しない句ありo
24 班孟 1/24b 四 十 ?
25 玉子(張震) 1/25b章票 四 八 漢魂本 四庫本とは対磨しない句ありO
26 天門子(王綱) 1/25a 四 八 ?
27 九霊子(皇化) 1/26a 四 十皇化 ?
28 北極子(陰恒) 1/26b 四 千陰恒 ?
29 絶洞子(李修) 1/27b 四 十李修 ?
30 太陽子(離明) 1/27a 四 十離明 ?
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価 牡宛 四庫本 漢魂本 適 備名 編珠 Aロ 考
32 太陰女(慮全) 1/28b慮金 四 四庫本
33 太玄女(敵和) 1/29a項和 四 七大元女 四庫本 漠魂本とは対鷹しない句ありo
34 南極子(柳融) 1/29b 四 十柳融 ?
35 黄虚子(葛起) 2/9b葛越 四 十葛越 やや漠魂本 省略の仕方などが漠魂本に類似○
36 馬鳴皇 2/9a 五 やや漠魂本 漠魂本との一致率が高いo
37 陰長生 3/7b 五 凹 漠魂本 漠魂本との一致率が高い.
40 奨巴 3/7a 五 五 四庫本 四庫本の前半が同文O
41 准南王 1/32 六 四劉安 漠魂本 四庫本とは対磨しない句あり○
42 李少君 2/26a 六 六 漠魂本 四庫本は 『漠武外俸』に同じC
43 王真 3/6b ⊥ 十 ? 四庫本は 『漠武外俸』と同じO前半は漢魂本
′＼ に近いが､後半は四庫本の要約o
44 陳長 2/35a 六 十 四庫本◎
45 劉綱 3/2a 六 四庫本◎
46 奨夫人 3/2b 六 七 ?
47 東陵聖母 3/3a 六 七 ?
48 孔元 3/3b 六 六孔元方 四庫本◎
49 王烈 3/4b 六 六 四庫本◎
50 渉正 3/4a 六 十 四庫本◎
51 焦先 3/5a _⊥一 _⊥_ 漠魂本 四庫本は 『三国志』巻11注所引 『魂略』と同
′＼ ′＼ 文○
52 孫登 3/5b 六 六 漢魂本 四庫本は 『晋書』本俸に同じo
53 東部延 3/ユob 七 十 四庫本 四庫本は 『漠武外俸』と同じロ漠魂本にない
東都延年 話が見えるo
54 霊寿光 3/20a 七 十 四庫本◎
55 劉京 2/31a婁景 七 十 漠魂本 四庫本は 『漠武外俸』と同文○
56 厳青 2/31b 七 七 四庫本◎ 四庫本は全くの同文O
57 畠和 2/33a 七 七 四庫本◎
58 趨置 2/33b 七 漠魂本
59 宮嵩 2/35b 七 十 四庫本◎
61 容成公 3/25b 七 四庫本◎
62 董仲君 3/23a 七 十 四庫本◎
63 構平吉 3/23b備平 七 十清平吉 四庫本◎
64 王仲都 3/24a 七 十 四庫本◎
65 程偉妻 3/24b 七 七 漢魂本 四庫本は 『抱朴子』所引の 『新論』と同文○
66 荊子訓 3/8a刺子訓 七 五 ? 四庫本は 『漠武外俸』と同文O
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仙 仙苑 四庫本 漢魂本 逮 備名 編珠 ′人口 考
68 王遥 1/lワb 八 ?
69 陳永伯 1/19a 八 十 やや漢魂本 四庫本とは対席しない句ありo
70 大山老父 1/21a 八 五泰山老父 ?
71 垂炎 1/21b刺子都 八 やや四庫本 四庫本に見えない句ありC
73 劉堀 3/lob 八 やや漠魂本 漢魂本との一致率が高いo
74 壷公 3/9 九 五 漠魂本 漠魂本との一致率が高いo
75 声軌 2/27b 九 九 四庫本 漠魂本に見えない話ありo
76 介象 1/20a 九 九 ?
77 童奉 3/10a 十 六 ?
78 李根 2/30a 十 十 ?
79 李意期 3/21a 十 漠魂本 漠魂本との一致率が高いロ
80 王興 3/21b 十 四庫本 漠魂本に見えない句ありO
81 黄敬 2/34b 十 十 ?
82 魯女生 3/29a 十 十 四庫本 四庫本との一致率が高い¢
83 甘始 2/34a 十 十 ?
84 封君達 3/29b 十 十封衡 四庫本 四庫本との一致率が高い○
86 許由巣父 3/26b? ×
89 李仲甫 2/32b 漠魂本
90 李常在 2/32a 漠魂本
91 劉悠 2/28b婁嬬 五 漢魂本
95 孔安国 2/29孔安 九 漠魂本
102 陳チ皇 2/ヨob 十 ? 漠魂本の内容と全く異なる○
103 干君 2/24b子吉 ×
104 桂君 2/27a ×
105 離婁公 3/30a? ×
112 大足 1/34a ×
113 唐風 1/34b ×
114 黒容公 1/35a ×
115 羨門子 1/35b ×
116長陵三老 1/36a ×
117 南山四陪 1/36b ×
118 王長 2/25a ×
119 趨昇 2/25b ×
120 肯来子 2/41a ×
121 洛下公 2/41b ×
122 張常 2/42a? ×
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仙 仙苑 四庫本 漢魂本 逮 備名 編珠 ′ゝ[コ 考
123 飛孟子 2/42b? ×
124 桑子林･張度 3/26a? ×
125 郡容公 3/27a ×
126 秀眉公 3/27b ×
127 商丘公 3/28a? ×
128 青烏公 3/28b? ×
129 白兎公 3/ヨob? ×
別表⑨ 漢魂本巻十と四庫本との関係
仙名 四庫本 相 違 度
沈文泰 - 3 B
渉正 六 50 C
九塞子 (皇化) 四 27 B
北極子 (陰恒) 四 28A
絶洞子 (李修) 四 29A
南極子 (柳融) 四 34A
黄虚子 (葛起) 四 35A
陳永伯 八 69A
董仲君 七 61 C
王仲都 七 63 C
太陽子 (離明) 四 30A
劉京 七 55 C
構平吉 七 62 B
黄山君 6A
憂春光 七 54 C
李根 十 78 B
黄敬 十 81A
甘始 十 83A
宮 嵩 七 59 C
王寅 六 43 C
陳長 六 44 C
." 四 24A
東部延 七 53 C
魯女生 千 82 B
封君達 千 84 C
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別表⑧ 『雲笈七鼓』所引 『神仙俸』
仙 蛋笈 四 漢 - 備
名 七鼓 庫本 魂本 致 考
巻109
1 虞成子 1 - - ? 本文中にて検討済み
2 若士 2 - 四庫本
3 沈文泰 3 - 十 ?
8 皇初平 4 やや四庫本 南伯達に停授した話､漠魂本になしO
10 沈建 5 六 やや四庫本 ｢見建者皆愈也｣､四庫本と内容が類似o
ll 華子期 6 四庫本
14 魂伯陽 7 - 四庫本 漠魂本に見えない句あり○
15 沈義 8 八 やや漠魂本 漠魂本の方が一致率が高いO
17 李八伯 9 ?
18 李阿 10 ?
19 王遠 ll やや四庫本 漢魂本に見えない句あり○
130 奈経 12 (≡) (二) やや四庫本 漠魂本に見えない句あり○
23 孫博 14 四 八 四庫本 漠魂本に見えない句ありo
25 玉子(張震) 15 四 八 ?
26 天門子(王綱) 16 四 八 ?
34 南極子(柳融) 17 四 十 ?
35 貴慮子(葛起) 18 四 十 やや漠魂本 句順が漠魂本に一致○
39 張道陵 19 五 川 漢魂本 四庫本に見えない句あり○
40 奨巴 20 五 五 漢魂本 四庫本に見えない句ありO
41 涯南王 21 六 四 漠魂本 四庫本に見えない句ありO
50 渉正 13 六 十 ?
巻28
39 張道陵 - 五 四 ?
巻85(神仙俸からの引用とは明記せず)
25 玉子(張震) 1 四 八 ? 巻109に同じo
62 構平吉 2 七 十 漠魂本 四庫本に見えない句ありo
61 董仲君 3 七 十 漠魂本 漢魂本とほぼ同じo
19 王遠 4 やや四庫本 巻109に同じO
40 奨巴 5 五 五 漢魂本 巻109に同じ○
64 程偉妻 6 七 七 漠魂本 漠魂本とほぼ同じ○
67 左慈 7 八 五 ?
巻86






















































































































と言っても過言ではない｡しかし六朝道教では依然として ｢命｣ ｢運｣ ｢才｣等の個々人
の資質における差異を取 り上げ､道教の社食への浸透 ･牽展につれて徐々に消えていく傾
向を見せているわけでもないC本論の考察に基づけば､これはまた別の宗教的要因が働い
ていることによる.つまり信者がその教えに従い賓蹟することに意義と誇 りを感じる力を
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備えたいという鮎が一つ､また､現賓の中で厳しい修行項目を賓蹟するだけの物理的 ･精
神的余裕のない者たちに､自らの救済を後押ししてくれる力が存在することを示し､より
信者に信仰や賓接への意欲をわかせる効果を作りたいという瓢もあるO
そのような宗教側からの動機を端的に示すのが､仙界における経典の性格についての記
述である｡得道をするためには仙界の経典が必要となる｡その経典とは､その文そのもの
が載っている経典であることも多いoLかしその経典は仙界に蕗威されたもので､資格の
ある者にしか見せることはできない性格のものである｡その資格とは一定の修行量であり､
また先天的資質である｡その資格を有した者が経典を見ているわけであるから､謹んでい
る人はその文を目にしているその段階で選ばれた者であることを認識できる｡真剣にその
道を志す讃者であれば､経典の記述を謹んだ段階で心理的興奮を覚えることであろう｡ま
ことに巧妙な心理効果を牽揮するものと言える｡これは葛洪の 『抱朴子』でも､上清派で
もその他の派でも大なり小なり同じである｡
故に､道教は第三の部類に入ると考えてよいのであるが､第二の部類に限りなく近い思
想を含む教義も存在するOそれが第二章で奉げた家族間救済の理論であるO先天的資質の
存在は､あくまでも個人で完結した世界しか想定しない場合には全くの偶然性を有する白
しかし､自己と祖先との連関を想定 した場合は､資質の淵源は先祖の行いに由来すること
も大いに考えられることになり､資質の形成も必然の世界の話となり得る｡この意味で､
家族間救済をうち立てた道教は､第二の部類に接近した教えであると言えよう｡それがな
ぜ第三の部類にとどまり績けるのか､というと､それは理論的統一よりも信者たちの感情
を反映し､信者たちの意欲を増進させる効果を持つ理論が好まれたことへの考慮を優先し
たからであろう｡また一方で､道教の宗派や時代の相違による多様性に基づく不統一によ
るものでもあろう｡
人は自由のままに放置された場合､行動への意欲を創出しにくい｡何らかの強制や抑壁､
恐怖､義務感など､外から一定のベク トルを押しつけられると､人はそれに反慮して何ら
かの行動をとる必要性や欲求を感じる｡また自尊心や優越感を助長された場合も､他とは
差別化された自己を保とうとして行動に移る衝動を生じる｡道教経典の資質を語る部分は､
この後者の効果を持つわけだが､その理論の採用は､多くの人々に受容 してもらえる宗教
を目指す過程で､人がいかに弱く継績力に乏しい存在であるがを十分に認識した上でのこ
とであったと考えるC先天的資質の理論は､六朝道教がいかに生の人間の心理と深く関わ
っていたかを示 しているのである｡
葛洪以後の道教では､先天的資質及び仙籍登録に関する記述は互いに連関しながら虞く
存在 したが､仙界の神々という存在と深く関わる｡ここで､自己の行いによって仙籍登録
を賓現する､という能動的側面からの見方を襲えてみよう｡人はその行鳥を始終神々に観
察され､彼らの債値基準に基づいてその善悪を判断され､仙籍などへの登録が決定される｡
自らがなる可能性はあるものの､神々は人々にとって､自らの存在を常に支配 ･管轄する
超越的存在であるOその絶封者に封 して人は直接的に働きかける手段を持たない｡ひたす
ら善行を行い悪事を行わず､仙道を修めることによって･神々に自己の罪を清算し､経典
授受などの形で救済の手をさしのべてもらうことをひたす ら願うするしかない｡つまり､
人はある意味で､自らの将来に封して直接自らが関輿することはできず､神にその進路を
委ねるしかないとも言えるのである｡人は神という絶封者の前にひれ伏す存在であること
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を自覚するわけである (2)｡種民思想では､昇仙を伴うか否かに関わらず､天地の崩壊とい
う抜き差しならない状況下において救ってくれる最終的な力は神にしか存在しないわけで､
このような感情は特に強く現れるであろう｡その神に認めてもらい､仙籍登録､ひいては
昇仙の可能性を保叢されることは､神々への信仰､言い換えれば神々への心理的依存度が
強ければ強いほど､自らに封する誇 りや満足感を増大させ､その者の宗教的感情を充足す
る｡このような面から見ても､六朝道教に見える資質の理論は人間の心理と深く関わって
いることが分かる｡
前述 したことだが､本論において扱った内容はあくまでも六朝期の道教経典､それも
『抱朴子』と上清派の重要経典及びその周蓮という限られた範囲内に基づいている｡それ
故人間観考察の目的達成も全腔から見ればいまだ一部にとどまってお り､十分かつ網羅的
な考察を終了したとは言えない｡六朝期に限っても､道教の他派､そして儒教､併教など
多くの検討すべき材料は建っているし､人間観を知る上で参考となる思想も存在するであ
ろうOまた人間観といっても運命観及びその周遠に限って論じており､さらに幅廉く人間
に関する思想的取り組みを検討する必要もある｡例えば先秦以来の ｢性｣論などは､六朝
以前盛んに議論されてきた問題であり､六朝後は唐の韓愈や李朝を経､宋撃に至って､
｢性｣の問題はより重要な哲学的課題となるC聖人と凡人との関係についての様々な議論
の中で常に引き合いに出される ｢性｣の問題は､本論で扱った思想的課題とは大いに関連
する｡また､唐代からの儒教復興に至るまでの間､道教思想で展開されてきた資質の問題
は､何らかの形で新たな ｢性｣の議論の再燃に影響 した可能性がある｡そのような視鮎で
本論の研究課題を扱う必要もあろう｡
よって､六朝期の道教に限った場合でも､人間観について今後さらに贋く深い研究を行
っていくべきであると考えるが､本論は研究を開始 してより以来の一つの区切りとし､今
後の研究の-基礎としてここに完成させた次第であるD
注
(1)儒教が宗教であるか否かについては､ここで問題としない｡
(2)六朝時代の道教 ･悌教における､人の神への宗教的感情に関しては､吉川忠夫 『中国
人の宗教意識』 (中国学套叢書､創文社､1998)を参照0
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